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目指す生徒像 学校評価項目
保護者
評価

生徒評
価

自己
評価

概要と今後の改善策

自分で調べたり、考えたり、判断して行動することが
できていますか。

88 95

あなたは、授業で興味・関心を持った内容について、
自主的に調べ物を行うことができましたか。

85

寮生活を通して、規則を守り、身の回りのことを自分
でできるようになりましたか。

95 98

他の人と対話をして、考えや思いを共有することがで
きていますか。

89 94

生徒との対話を大切にすることができていると思われ
ますか。

79 71

あなたは、共同作業だと自分の力が発揮できますか。 77

寮生活を通して、人と対話し、協力して生活できるよ
うになりましたか。

96 97

難しいことにも立ち向かうことができていますか。 86 92

あなたは、うまくいくか分からないことにも意欲的に
取り組んでいますか。

79

本校は、生徒の心身両面の健康管理に関して、不安な
く学校生活を送ることができるよう努めていますか。

77 88

本校の授業は、学力や技能の向上に結びついていると
思われますか。

77 87

本校は、進路選択において必要な情報提供や教職員の
指導相談体制ができていると思われますか。

78 92

本校に進学して成長できていると思われますか。 96 92

「自立」
自分で調
べ、考
え、判断
して行動
する

「共生」
人と対話
し、知恵
と思いを
共有する

「挑戦」
最良の未
来に向
け、困難
に立ち向
かう

上記以外
で評価を
求めたい
項目

学校関係者評価

B

B

B

B

・フィルティーズにはマスコミも注目して
いる。学校の活動とフィルティーズとの協
働した活動を増やしてはどうか。特化した
ものは注目を集めやすい。今後、授業と課
外活動についてどういう活動ができるか検
討する。フィルティーズと島根中央高校女
子野球部の対戦も予定されている。

・生徒の、うまくいくか分からいないこと
や困難なことにも立ち向かう力を育てた
い。授業や探究学習、地域活動などで様々
な挑戦をしているが、周囲の大人に支えて
もらうことが多い。などでも自ら自力で、
困難なことに向かっても挑戦する力がこれ
からの不透明な時代を生きていく高校生に
は必要。学習や進路に関しても困難に向か
えるようにしたい。

・生徒と保護者の評価に多少の乖離が見ら
れる項目がある。生徒の半分以上が寮生な
ので、普段の高校生活の様子が保護者に伝
わりにくいと考えられる。

・生徒の半分以上が寮生であり、寮生の多
くが運動部員であることを考えると、寮の
食事の充実が必要である。物価が上昇する
中でいかに食事の質を担保していくか検討
していく。

・保護者アンケートの回答率が高いのが心
強い。

・委員会活動に前向きな生徒が多く、主体的な活動も見られ
た。今後も積極性や責任感を引き出せる活動となるようにして
いく。
・主体的な学びを進めるよう教員それぞれが授業改善に努めて
いるが、今後、授業互見やICT活用研修を実施し、さらに進め
ていきたい。
・単なる自己主張に止まらない「自立」ができるよう、学校全
体で取り組む必要がある。
・寮生活において成長を感じている生徒が多いが、できたこと
は褒めつつも、更により良い生活が送れるよう気づきを与えた
い。

・クラス単位や学年単位、部活動など様々な単位で集団作りを
行い、互いを尊重する空気ができつつある。
・引き続き様々な方に関わっていただきながら、集団作りを行
う。
・全教職員が共通認識を持って、その場指導を行っていく。・
探究活動や授業での学び、他の活動を通して、グループ内でお
互いの意見を交換したり、協力して作業や検証を進めた。しか
し、対話的な共同作業で自分の力を発揮できていないと感じる
生徒もいる。集団の中で自分のすべきことを認識し、行動でき
るように努めたい。
・協調学習をさらに取り入れるなど、主体性や協調性を高める
授業内容進めていきたい。
・生徒と教員のコミュニケーションがより円滑になっていくよ
う、声がけや挨拶の励行などを進めたい。
・寮では、幹部生徒中心に話し合いや生活改善・企画立案を重
ねているがさらに教員と幹部生徒との意見交換を行い、寮生全
体が協力して生活できるように支援する。

・学校等が準備した社会との「関り」はできているかもしれな
いが、難しいことに挑戦できる力を本当に育成できるかを考え
たい。
・現在、必ずしも高い学力を有していなくても大学等へ進学で
きる状況にあるが、だからこそ、本当に学びたいことは何か、
入学すること自体が目的になっていないかを問い直すことので
きる環境を整えていきたい。

・保健部を中心に、生徒の健康状態を把握して対応・指導して
きた。引き続き関係者間の連携を密にし、怪我の未然防止や感
染症予防に努める。
・授業改善に資する評価アンケートを年２回実施し、教員間で
の振り返りをした。授業について継続して全教員で共通認識を
図る。
・進路決定に至るまでに、学校が十分な情報を提供するだけで
なく、生徒自身がそれを受け止め、自分事として考え、行動で
きるかどうかが重要であり、そのために、学年進行に応じて考
えるべきポイントを整理し、計画的に指導していく必要があ
る。
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